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繻
誌
¥
一
日
に
北
九

　
第
三
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
は
、

次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

テ幽幽
i

マ場時

講
　
演

九
月
十
一
日
（
金
）
午
後
一
時
～
四
時
半

九
州
厚
生
年
金
会
館
（
北
九
州
市
小
倉
）

い
の
ち
　
か
が
や
け

　
　
i
人
と
生
ま
れ
た
よ
ろ
こ
び
一

鈴
木
健
二
（
熊
本
県
立
劇
場
館
長
）

村
井
　
勉
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
会
長
）

　　

@　

@　

@
州
市
で
開
催

　
祝
賀
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
前
日
の
十
日
夕
刻
、

J
R
博
多
駅
前
の
「
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
」
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
福
岡
県
仏
教
連
合
会
で
は
、
大
会

実
行
委
貝
会
を
結
成
、
予
算
、
役
員
、
後
援
会
の
設

立
な
ど
を
決
定
し
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
九
州
で
三
十
年
ぶ
り
に
開
か
れ
る
こ
の
大
会
へ
、

一
人
置
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
本
会
社
会
部
ま
で
ど
う
ぞ
）

第
二
回
同
和
委
員
会

　
去
る
四
月
二
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
、
第
二
回
同

和
委
員
会
が
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
左
記
の
事
項
が
審
議
さ
れ
た
。

　
議
題
①
委
員
長
選
出
の
件

　
委
員
長
に
高
倉
正
信
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
基

幹
運
動
本
部
事
務
局
長
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
議
題
②
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会
の
件

　
六
月
三
十
日
に
露
の
新
治
氏
を
講
師
に
開
催
す
る

事
が
決
ま
っ
た
。

議
題
③
差
別
墓
石
改
正
の
件

　
差
別
墓
石
改
正
の
件
に
つ
い
て
、

真
宗
大
谷
派
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

真
言
宗
智
山
派
、

常
盤
井
　
尭
轄
（
元
念
仏
副
会
長
）

五
月
入
日
、
八
十
六
歳
で
遷
化

真
宗
高
田
派
法
主

美
璽
潔
務
｛
局
儲
鎌
募
≦

一
五
月
－

　
　
入
日
　
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
出
席

　
十
二
日
　
庭
野
平
和
賞
贈
呈
式
出
席

噂
も
◆
墾
◆
寺
◇
奪
◆
毒
◆
も
6
ら
◆
毒
◆
奪
◆
毒
6
毒
◆
穿
9
聾
◆
睾
◆
塾
◆
も
◆
瀦

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
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f
毒
◇
も
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
奪
◆
も
◆
噺
◆
肇
◆
奪
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
蚤
◆
も
◆
も
◆
む

　
十
三
日
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
十
四
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
監
査
会

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

　
十
六
日
　
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

　
十
七
日
　
日
本
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
セ
ン
タ
ー
落
慶

　
　
　
　
　
式
出
席

十
九
日

　
二
十
日

二
＋
一
日

二
＋
七
日

二
＋
九
日

，
同
和
研
究
会
反
省
留

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

局
内
会
議

理
事
会

ベ
ト
ナ
ム
仏
教
会
来
局
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回
答
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…
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〔
質
問
〕
よ
く
新
聞
な
ど
で
、
企
業
の
交
際
費
が

問
題
と
な
り
ま
す
が
、
一
般
の
お
寺
（
宗
教
法
人
）

で
も
、
交
際
費
を
支
出
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
で
き
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
程
度
の
範

囲
ま
で
可
能
で
し
ょ
う
か
。
（
大
阪
B
寺
住
職
）

（
回
答
）
結
論
か
ら
い
い
ま
す
と
、
宗
教
法
人
で

も
交
際
費
を
支
出
す
る
こ
と
は
、
一
向
に
か
ま
い

ま
せ
ん
。
宗
教
法
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
範
囲
も

法
律
で
限
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
自
由
に
決

め
ら
れ
ま
す
。

　
企
業
の
交
際
費
が
よ
く
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、

損
金
に
算
入
さ
れ
る
交
際
費
が
、
一
定
の
額
に
限

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
即
ち
、
一
般
の
営
利

法
人
で
は
、
期
末
資
本
金
が
一
千
万
円
以
下
で
す

と
、
年
間
の
交
際
費
は
四
百
万
円
ま
で
、
期
末
資

本
金
が
一
千
万
円
を
超
え
五
千
万
円
以
下
で
す
と
、

年
間
三
百
万
円
ま
で
し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
期

末
資
本
金
が
五
千
万
円
を
超
え
る
と
、
交
際
費
は

損
金
と
し
て
、
一
切
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
（
租
税
特
別
措
置
法
第
六
二
条
一
項
）
。

こ
れ
は
、
企
業
の
冗
費
支
出
に
対
す
る
、
社
会
の

批
判
に
応
え
る
た
め
だ
、
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
接
待
饗
応
に
は
、
個
人
の
消
費
支
出
に
較

べ
て
派
手
な
も
の
が
多
い
た
め
、
接
待
饗
応
に
あ

ず
か
れ
な
い
人
か
ら
批
判
さ
れ
、
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
法
人
税
法
で
損
金
に
算
入
す
べ
き

支
出
と
、
そ
う
で
な
い
支
出
と
を
区
別
し
て
い
る

の
は
、
法
人
税
を
課
す
う
え
で
、
法
人
の
利
益
を

確
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
即
ち
、
益
金

か
ら
経
費
等
の
損
金
を
差
し
引
い
た
所
得
金
額
に
、

一
定
の
税
率
を
か
け
て
法
人
税
を
算
出
す
る
わ
け

で
す
か
ら
、
損
金
に
算
入
で
き
な
い
支
出
は
、
税

金
を
支
払
っ
た
残
り
の
利
益
か
ら
支
払
う
こ
と
に

な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
税
引
き
後
の
利
益
か
ら

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
交
際
費

は
必
要
不
可
欠
の
も
の
し
か
使
わ
な
い
だ
ろ
う
、

と
い
う
立
法
趣
旨
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
期

末
資
本
金
五
千
万
円
以
上
の
法
人
は
、
全
額
損
金

に
算
入
で
き
な
い
の
は
問
題
が
あ
る
、
と
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
す
。
事
業
を
行
う
以
上
、
一
定
の
交

際
費
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
事

実
だ
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
般
の
お
寺
で
も
宗
教
活
動
を
行

う
う
え
で
、
交
際
費
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
自
由
に
使

っ
て
結
構
で
す
。
し
か
も
、
宗
教
法
人
の
本
来
の

活
動
で
あ
る
宗
教
活
動
収
入
に
は
、
法
人
税
は
か
，

か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
交
際
費
が
損
金
に
算

入
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
検
討
す
る
必
要
は
な
い
の

で
す
。
換
言
す
れ
ば
、
必
要
な
交
際
費
な
ら
全
額

損
金
に
算
入
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
わ
け
で
す
。

　
し
か
し
、
社
会
か
ら
糾
弾
さ
れ
る
よ
う
な
、
歪

ん
だ
経
営
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
一

般
企
業
も
宗
教
法
人
も
同
じ
で
す
。
交
際
費
は
必

要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
疑
惑
の
も
た
れ
や

す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
一
般
の
お
寺
で
は
、
通
常
の
交
際
費
は
、
教
化

費
や
寄
付
金
等
と
し
て
、
処
理
す
べ
き
も
の
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
容
易
に
交
際
費

と
し
て
処
理
せ
ず
、
そ
の
目
的
を
考
え
て
、
他
の

課
目
で
処
理
で
き
る
も
の
は
そ
れ
が
本
来
の
課
目

で
す
か
ら
、
そ
ち
ら
で
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
交
際
費
に
あ
ら
ぬ
疑
い
を
か
け
ら

れ
な
い
た
め
に
も
、
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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円窓1992年6月1日

小
野
塚
幾
薬
師
（
真
言
宗
豊
山
派
教
務
部
長
）
が
発
表

　
第
十
七
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究

会
が
、
昨
年
十
二
月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
門
徒
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
真
言
宗
豊
山
派
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、

同
派
教
務
部
長
・
小
野
塚
幾
葺
師
が
、
要
旨
次
の
よ

う
な
発
表
を
行
っ
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
真
言
宗
豊
山
派
が
宗
派
と
し
て
「
同
和
問
題
」
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
本
宗
派
寺
院
に
お

い
て
の
差
別
布
教
（
布
教
文
書
）
の
事
実
が
判
明
し

た
事
と
、
ち
ょ
う
ど
時
期
を
同
じ
く
し
て
起
こ
っ
た
、

「
町
田
差
別
発
言
事
件
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
で
あ

る
。
部
落
解
放
同
盟
と
の
事
実
確
認
会
や
、
糾
弾
会

へ
の
出
席
、
各
教
団
へ
の
質
問
状
に
対
す
る
回
答
書

の
作
成
な
ど
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
差
別
問
題
に
取
り
組
ん
だ
事
が
な
く
、

教
団
で
は
当
初
は
何
が
差
別
で
あ
り
、
何
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
の
か
も
理
解
で
き
な
い
状
態
で
の
取
り
組

み
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
に
お
い
て
、
よ

う
や
く
差
別
が
何
で
あ
る
か
を
学
ん
で
行
っ
た
。

　
こ
の
差
別
布
教
事
件
と
共
に
、
そ
の
後
も
、
差
別

戒
名
や
差
別
図
書
な
ど
の
事
実
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
判
明

し
、
自
教
団
の
差
別
体
質
を
認
め
る
に
い
た
り
、
宗

祖
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
本
来
の
教
団
活
動
を
展
開

す
る
た
め
の
内
省
と
啓
発
活
動
に
本
格
的
に
、
取
り

組
み
始
め
た
。

　
一
九
八
一
年
同
和
推
進
委
員
会
規
則
を
制
定
し
、

教
学
関
係
者
、
宗
論
、
支
所
行
政
関
係
者
、
同
和
推

進
経
験
者
で
構
成
し
た
。
取
り
纏
め
の
窓
口
と
し
て

総
務
部
秘
書
課
を
あ
て
、
各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務

の
問
題
に
取
り
組
む
、
教
団
あ
げ
た
組
織
と
し
た
。

　
1
、
同
和
推
進
委
員
会

　
本
宗
派
の
教
義
に
基
づ
き
同
和
運
動
を
す
す
め
る

事
を
目
的
と
し
て
、
研
究
会
、
講
習
会
を
開
催
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
定
数
は
な
い
が
現
在
二
十
五
名
で
構
成
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
総
長
及
び
全
部
長
が
出
席
す
る
。

　
委
員
会
は
さ
ら
に
企
画
班
・
資
料
収
集
班
・
調
査

研
究
班
・
文
書
広
報
班
の
四
つ
の
班
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
，
各
班
の
成
果
、
並
び
に
各
研
究
機
関
、
各
担

当
部
、
加
盟
団
体
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
今
後
の
啓

発
推
進
、
事
業
展
開
、
研
究
促
進
の
検
討
、
意
見
を

提
出
す
る
。

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
同
和
推
進
委
員
会
は
小

委
員
会
を
含
め
、
年
間
入
回
を
予
定
。

　
研
修
会
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
所
に
て
、
実

施
、
開
催
す
る
研
修
会
は
年
間
六
回
、
支
所
（
各
支

所
合
同
を
含
め
）
に
て
本
所
主
催
分
と
し
て
年
間
三

回
開
催
。

　
同
宗
連
で
の
活
動
で
は
、
一
九
八
一
年
二
月
の
宗

教
教
団
に
対
す
る
四
教
団
の
同
和
問
題
解
決
の
取
り

組
み
へ
の
実
践
と
連
帯
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
加
盟

を
し
、
以
来
十
年
を
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
広

報
委
員
長
教
団
、
財
務
委
貝
長
教
団
の
役
を
担
当
し

た
が
、
ま
だ
、
議
長
、
副
議
長
教
団
の
同
和
問
題
解

決
へ
の
取
り
組
み
の
進
ん
で
い
る
教
団
に
は
、
い
ろ

い
ろ
ご
指
導
を
仰
い
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
全

日
仏
並
び
に
同
宗
連
で
開
催
す
る
研
修
会
、
解
放
同

盟
、
解
放
研
究
所
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
に
は
、
同

和
推
進
委
員
、
各
研
究
機
関
研
究
貝
、
支
所
役
員
、

宗
務
所
員
を
順
次
派
遣
。
啓
発
、
研
究
、
並
び
に
指

導
者
、
推
進
員
養
成
に
大
変
役
立
っ
て
い
る
。

　
2
、
宗
門
内
の
差
別
事
件

宗
門
内
の
差
別
事
件
と
し
て
は
、
①
布
教
誌
『
同

行
二
人
』
の
問
題
、
②
大
学
で
の
差
別
講
義
、
③
保

育
園
の
調
査
表
に
関
す
る
問
題
、
④
真
言
宗
実
践
双
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書
の
問
題
、
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
差
別
事
象
も
み
な
、
本
宗
派
並
び
に
教

師
の
差
別
問
題
に
対
す
る
認
識
が
全
く
な
か
っ
た
こ

と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
宗
派
と
し
て
強
く

反
省
す
る
と
共
に
、
宗
内
寺
院
に
対
す
る
差
別
解
消

へ
の
啓
発
を
推
進
し
て
い
る
。

　
3
、
教
学
上
の
差
別
問
題

　
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
た
真
言
宗
の
教
学
上
の
問

題
点
、
『
三
和
讃
』
、
『
理
趣
経
回
向
文
』
、
『
性
霊
集
』
、

『
業
』
な
ど
に
つ
い
て
は
、
宗
内
研
究
機
関
に
各
担

当
研
究
班
を
お
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
同
時
に

真
言
宗
各
派
総
大
本
山
会
に
お
い
て
も
研
究
を
進
め

て
い
る
。

　
今
日
、
全
日
仏
同
和
推
進
十
年
の
歩
み
と
共
に
、

真
言
宗
各
派
に
も
よ
う
や
く
問
題
の
本
質
を
理
解
し
、

正
し
い
取
り
組
み
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
方
向
が
、

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
え
る
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
自
派
の
教
学
の
近
代
化
、
現
代
化

が
進
め
ら
れ
、
宗
団
の
近
代
化
、
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
4
、
差
別
戒
名
、
平
等
供
養
塔

　
こ
の
世
で
は
救
わ
れ
る
事
の
な
か
っ
た
被
差
別
の

人
達
が
せ
め
て
あ
の
世
に
お
い
て
解
放
さ
れ
た
い
と

い
う
切
実
な
願
い
を
無
残
に
も
打
ち
砕
い
た
差
別
戒

名
。
こ
れ
は
人
間
の
尊
厳
の
絶
対
性
、
平
等
性
を
説

い
た
宗
祖
の
教
え
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
宗
派

の
差
別
の
歴
史
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
現
在
に
お
い

て
も
身
元
調
査
に
利
用
さ
れ
、
差
別
の
温
床
と
も
な

っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
容
認
し
て
き
た
事
に
対
し
、
厳
し
い
反
省

を
す
る
と
共
に
、
差
別
墓
石
等
の
改
正
作
業
を
可
及

的
、
速
や
か
に
す
す
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
に

お
い
て
、
今
後
身
元
調
査
の
資
料
と
な
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
当
然
、

宗
団
で
負
担
し
て
い
る
。

　
こ
の
差
別
戒
名
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
俄

蔓
立
誓
し
て
、
か
か
る
諸
精
霊
の
追
善
供
養
の
た
め

に
総
本
山
長
谷
寺
に
『
平
等
供
養
塔
』
を
建
立
し
、

役
職
三
揃
っ
て
の
供
養
を
し
て
い
る
。

　
5
、
今
後
の
課
題

①
教
学
上
の
課
題
の
研
究
促
進

　
教
学
上
の
課
題
の
研
究
を
よ
り
一
層
促
進
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
真
言
宗
所
用
の
聖
典
の
な
か

に
お
い
て
、
説
か
れ
て
い
る
業
の
説
に
も
研
究
を
進

め
、
因
果
応
報
説
と
の
拘
わ
り
の
な
か
か
ら
、
業
、

輪
廻
の
問
題
と
結
合
さ
れ
て
説
か
れ
て
き
て
お
り
、

仏
教
の
本
質
、
大
師
の
教
え
に
照
ら
し
て
、
そ
の
根

本
精
神
に
反
し
て
い
な
い
か
検
討
を
加
え
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
栴
陀
羅
問
題
」
に
つ
い
て
も
、
密
教
経
典
に
お

い
て
説
か
れ
て
い
る
「
魚
商
羅
」
を
大
師
が
い
か
に

解
釈
を
さ
れ
て
い
た
か
、
一
層
研
究
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
大
師
以
後
の
先
師
の
思
想
と
著
作
に

ど
の
よ
う
に
「
栴
陀
羅
」
が
反
映
し
て
い
る
か
研
究

を
進
め
た
い
。

　
宗
門
の
教
化
機
構
の
改
革
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
同
和
問
題
の
研
究
推
進
が
は
か
ど
る
よ
う
な

改
革
に
な
る
よ
う
に
配
慮
も
し
て
行
き
た
い
。

②
差
別
墓
石
改
正
作
業
の
積
極
的
推
進

　
現
在
ま
で
の
改
正
作
業
に
お
い
て
は
、
な
か
な
か

進
ん
で
い
な
い
と
の
反
省
に
立
ち
、
ひ
と
つ
で
も
多

く
の
改
正
を
心
掛
け
、
ま
た
、
改
正
方
法
が
、
浸
透

し
て
行
く
事
に
よ
り
、
当
該
檀
信
徒
の
理
解
が
得
ら

れ
易
く
な
っ
て
行
く
と
考
え
ら
れ
る
。
で
き
る
だ
け

各
教
団
の
改
正
方
法
に
合
わ
せ
て
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
改
正
作
業
の
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
る
と
、
解
放
運
動
の
進

ん
で
い
る
地
域
に
お
け
る
作
業
が
、
進
め
易
か
っ
た

事
が
上
げ
ら
れ
る
。
解
放
運
動
の
広
が
り
が
一
層
進

む
よ
う
努
力
を
す
る
事
と
平
行
し
て
進
め
て
行
く
。

③
啓
発
事
業
の
充
実

　
啓
発
事
業
の
推
進
を
す
る
た
め
に
現
在
は
委
員
会

の
事
務
局
と
し
て
総
務
部
秘
書
課
が
担
当
し
て
お
り
、

こ
れ
の
充
実
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
は
い
る
が
、

来
年
の
真
言
宗
中
興
の
祖
興
教
大
師
覚
銀
上
人
八
百

五
十
年
御
遠
忌
の
記
念
事
業
に
現
在
重
点
的
に
取
り

組
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
な
か
な
か
充
実

を
図
れ
な
い
で
い
る
。
一

　
事
業
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
、
『
同
和
問
題
の
核

心
を
求
め
て
』
と
題
し
た
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
物
を
出

版
し
て
き
た
。

一5一

，，　　、



仏全

回
田鞠

裙
髄
ﾕ

／
へ
一
3
へ
」
〔
ゾ
、
－
8
『
／
ご
ど
　
r

4
ノ
罵
』
、
い
、
月
、
d
隔
刀
U
一
M
／
］

㌦iレ～L一、二LL1、」
6コて、〔＝、乙，こ，乙、

uこ、〈，瓦くしべ．三

も　　Fぺi
δ　　　　＼2
fコ　　　　フ〔⊃

‘コ心　　　＿コ
9こ76〔フつフ「こ

乙，しJe3L：［〉ご

「雛i：〕f〕6らく7

ミコワ｛〕二＞qL二｛：

コ「）乙ic）Gゐ‘

□1ワに1日頃1こく1
、＝’［ト己1へ〔二沿ご

「1 mンn［ノCIしく♂

　乳Yいr』、6
、1 P2【〕〔買〕〔㍗コ

／「 ﾝ。し、ζ〕隠G
℃「フe⊂旧〔｝つ
eに二」〔⊃（二」〔）1L’

鴫〔x〕ワ℃o弓
ご，L∠1［し旧ご’

＼1八1「入レ、’
・’ 凵A1・・い、3
つワO「フ順iフO
，二岱。コ腎・コ凸‘

＝｝ン？ワワ［ノ＜
一；“＿［、ζ！£、ぐ

　、こノ「［／門〔フぐ

Gこ、ご’L、！Lヘビ

＝し P、「「、‘－「耳1

ピ｝「y’1’ぐつ〔上o

k］ワ。「フ91⊃「o

己〕らCにごらく．
癌こ3・ここ：O〔⊃q

‘、こ1乙二が〔1託．

＜1こ尺，こ驚〔べ

ζ止｝ご．・ごb㌧

1し＼、二＼」りく1

ぐ沿’＝へぐ「〉．］：

‘］〔フ｛＝こフ（コξフ・コ

ぐ」3G’き＝｝，一
「コ〔＝γ＝：ワτフ「こ

daLjひ，L」｝二
気〕〔）；こンて，〔ノ「『

d議．；．，∴v
いf入L入，つく
・い日ノ3ヒ、
k39・コフくコワ「
・つ、」、二こ1召5！

日ワく1こ℃こて
く10白1コ乙のご
「「1，】ぐu欝㌻裂

ピいピ」〔、で］r♪ご

npq〔γ〕｛フ・

rしY〕6‘つ〔｝、
‘く〕1＝「「、鼓フ℃〔ンβ

‘L光」〔ひし」亀L

⊆〕〔x〕〔べ1ひ、
／，ししll　1し〕U、’

無：ノいり1、）し7＼

！1「、　11、ゴ、　」’

r
ワ
へ
絹
／
へ
F
ノ
ヘ
ー
ノ
に
／
占
じ
乙
乙
］
一
へ
”
フ
島
0
凸
〔

　
J
q
竃
」
ρ
日
　
　
　
　
、
ハ
5
「
U
戸
ゾ

　
x
」
つ
へ
μ
　
べ
一
4
曽
」
　
　
一
一
ノ
』

　
」
コ
　
　
　
　
　
　
具
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ハ
け
　
ユ
ゴ
キ
　
へ

懇
羅
講
…
編
辮
麟
雛
一
…
撫
…
網
羅

　　

@　

@　

@　

@　

レ
、
U
、
げ
星
リ
ワ
山
r
ワ
「
1
2
［
レ
熱
D
O
臼
へ
”
n
榊
巳
O
洋
」
μ
ノ
h
≒
ワ
へ
一
「
ノ
へ
」
［
レ
へ
」

1992年6月1日

フ〈コハ〔コPeρ‘＝〕σ鷺］ワ

ノつ：二召1』〆〕aG凸二；昏
4蔦㌘〈〕〔＝1〔こ〕〔フ⊆〕〔フ「、∂

」6こ，」しく。〕e｝L」O」L；O

　‘くこく兀）〈、し♪鍮τ入1ツ

M，＿比｝£，己LILiu，｝、，

　㍉．ぺ」「フk1りくhノ‘、ゴフ

ン、へ’γ㍉〕ユコロrコ」
りqつ裂コ「フ（コワ噛フ〈エニ

』乙｝コらニへr二iハ乙こ、

驚繍
ク“7、、1ノぐn「∴「つ17
ユr1、／「1／「「こつ1、ごり1｝

蕪幾講
、ζ1」、ご、〔｝！「こご．！b　1し｝

　1し1しγllコベσqワkJワ

雛纏
t・iけ目／1∴ζ：1＼ハ1ゐ
入三Lフ＼1Lフ＼〕フ℃1、「、〕n

yJロ凸L」G山｛⊃1つづ〔二

輪畑野
［ノ門［パ｝iKl：N；ワ＼■ワ

、♂11、イ〕ly3：yγ、鷺ら
1／、‡目u日＝jlつぐ；フ〈コ「フ

鎌調
1｛鵜懸
’、＝「き＝ら。ゐく〕凸乙1＿

1アコじに1ワこ1ワ噸［1丸＝二

lli灘熱1

Lフ雨2℃管に〕1－1応〔ニダ1じ

C買二1二る二｝乙〕「ごこ1L，．、，

輩灘準
〔、で∵＞rT｝コしきコ1｝・二1」⊃ミ

〔h⊃、γコ5）二〇「＝雪転ノし…〔ノ

r一、／ド、，！1．、，．こ「＼！｝r＼！【醒，＼

　
愛
を
知
り
、
人
は
光
を
放
ち
は
じ
め
る
一
日
本
近
代
を
貫
い
た
二
十
世
紀
の

「
魂
の
叙
事
詩
」
が
つ
い
に
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
水
平
社
創
立
七
十
周
年

記
念
作
品
と
し
て
、
全
国
の
東
宝
系
の
劇
場
で
現
在
公
開
中
の
『
橋
の
な
い
川
』

は
、
部
落
差
別
と
い
う
、
私
た
ち
仏
教
者
に
と
っ
て
も
大
変
に
重
い
テ
ー
マ
を
、
美

し
い
自
然
描
写
の
中
に
、
み
ご
と
に
映
像
化
し
た
、
東
陽
一
監
督
の
秀
作
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
こ
の
作
品
を
通
し
て
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
を
、
人
間

の
尊
厳
を
か
け
て
激
し
く
生
き
ぬ
い
た
人
々
の
生
活
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

天
台
宗
社
会
部
の
日
置
恒
正
師
に
、
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
去
る
三
月
三
日
、
京
都
会
館
（
元
岡
崎
公
会
堂
）

で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
水
平
社
創
立
七
十
周
年
記
念

集
会
」
に
於
い
て
、
住
井
す
ゑ
原
作
・
東
陽
一
監
督

に
よ
る
映
画
『
橋
の
な
い
川
』
の
完
成
試
写
会
が
あ

り
、
幸
い
に
も
全
国
上
映
に
先
立
っ
て
鑑
賞
す
る
機

会
を
得
た
。

　
原
作
は
現
在
、
第
六
部
ま
で
執
筆
さ
れ
て
お
り
、

全
巻
を
読
破
す
る
と
な
る
と
、
か
な
り
の
時
間
を
要

す
る
長
編
で
あ
る
。
映
画
製
作
に
あ
た
っ
て
原
作
者

は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
「
岩
清
水
が
、
大
洋
に
流
れ
こ
む
に
似
た
、
　
『
橋

の
な
い
川
』
を
映
像
に
う
つ
し
換
え
る
こ
と
は
、
な

ん
と
至
難
の
業
か
と
相
す
ま
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
誰
か
が
い
つ
か
は
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
大

事
業
。
つ
ま
り
、
人
間
の
責
任
か
と
も
思
い
ま
す
。

　
地
球
人
類
が
地
球
生
物
の
一
種
と
し
て
『
平
等
』

な
の
は
法
則
で
す
。
人
間
社
会
の
差
別
は
、
人
為
で

法
則
に
そ
む
く
も
の
で
す
。
人
為
社
会
と
、
法
則
社

会
。
こ
の
違
い
が
わ
か
る
映
画
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
θ

　
こ
の
原
作
者
の
思
い
ど
お
り
に
、
こ
の
長
編
を
、

二
時
間
二
十
分
の
映
画
に
ま
と
め
あ
げ
た
の
だ
か
ら
、

大
変
な
編
集
作
業
で
あ
っ
た
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

　
原
作
『
橋
の
な
い
川
』
は
、
　
「
人
間
平
等
と
部
落

差
別
の
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
た
め
、
中
に

は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
映
画
は
、
ま
っ
た
く
暗
い
感
じ
を
起
こ

さ
せ
な
い
、
人
間
の
叙
事
詩
と
も
い
え
る
も
の
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。
原
作
者
と
、
監
督
の
共
通
し

た
願
い
は
、
単
に
「
人
間
平
等
と
部
落
差
別
の
問
題
」

だ
け
の
提
起
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
社
会
に
お
け
る

差
別
と
い
う
「
み
に
く
さ
」
を
み
ご
と
に
浮
き
彫
り

に
し
て
、
差
別
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
も
つ
人
間
の

痛
み
と
か
、
い
た
わ
り
、
や
さ
し
さ
を
と
お
し
て

〈
発
光
体
の
よ
う
に
光
り
は
じ
め
る
人
々
〉
と
、
見

る
者
と
の
対
話
を
願
い
、
理
屈
で
は
な
く
感
動
さ
せ
、

見
る
者
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
解
放
を
望
む
も
の
だ
と
言

え
ま
す
。

　
こ
の
映
画
を
見
て
最
初
に
感
じ
る
こ
と
は
、
映
像

を
と
お
し
て
、
自
然
と
四
季
の
移
り
変
わ
り
の
大
変

き
れ
い
な
こ
と
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
で
、
非
常
に

心
を
和
ま
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
自
然
と
の
か
か
わ
り

あ
い
と
、
親
し
み
が
薄
ち
い
で
い
る
現
在
の
子
供
た

ち
に
見
せ
て
や
り
た
い
と
感
じ
ま
す
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
は
、
「
明
治
・
大
正
」
の
奈

良
の
農
村
に
あ
る
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
育
っ
た
主

人
公
の
兄
弟
の
成
長
を
通
し
て
、
部
落
産
業
に
働
く

人
び
と
の
文
化
と
生
き
ざ
ま
、
人
間
の
尊
厳
を
か
か

げ
て
、
敢
然
と
差
別
に
立
ち
向
か
っ
て
行
く
人
び
と
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の
、
「
全
国
水
平
社
」
結
成
に
至
る
闘
い
の
歴
史
を

描
い
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
た
シ
ー
ン
を
シ
ナ
リ
オ
か
ら
、

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
一
九
〇
八
年
（
明
治
4
1
年
）
の
こ
と
。
被
差
別
部

落
の
小
森
に
生
ま
れ
た
誠
太
郎
と
孝
二
の
兄
弟
に
は
、

ぬ
い
と
い
う
し
っ
か
り
も
の
の
祖
母
と
、
ふ
で
と
い

う
心
や
さ
し
い
母
が
い
る
。
父
は
日
露
戦
争
で
戦
死

し
た
。

　
小
森
の
子
供
た
ち
は
、
教
員
か
ら
、
級
友
か
ら
、

ご
と
ご
と
に
い
じ
め
ら
れ
、
小
森
の
寺
の
息
子
秀
昭

で
さ
え
、
「
お
寺
で
も
何
で
も
小
森
に
生
ま
れ
た
ら

み
な
エ
ッ
タ
や
」
と
聞
か
さ
れ
て
驚
く
。

　
明
治
天
皇
の
葬
儀
の
夜
、
講
堂
の
暗
闇
で
、
級
友

の
ま
ち
え
に
手
を
握
ら
れ
た
孝
二
の
心
に
淡
い
恋
心

が
芽
生
え
る
。
し
か
し
、
ま
ち
え
の
行
為
の
真
意
に

は
別
の
意
味
が
あ
っ
た
。

　
級
友
「
小
森
の
人
ら
は
夜
に
な
る
と
入
み
た
い
に

肌
が
冷
と
う
な
る
。
ま
ち
え
は
子
ど
も
の
時
か
ら
そ

う
聞
か
さ
れ
と
っ
た
そ
う
な
。
そ
れ
で
、
そ
の
噂
が

ほ
ん
と
か
ど
う
か
確
か
め
た
ん
や
」

　
し
か
し
、
そ
の
行
為
が
ま
ち
え
の
心
に
も
ま
た
、

傷
あ
と
と
な
っ
て
残
る
。

　
一
方
、
兄
の
誠
太
郎
は
小
学
校
を
卒
業
し
て
大
阪

の
米
屋
「
安
井
商
店
」
で
働
く
よ
う
に
な
る
。
主
人

の
安
井
徳
三
郎
も
ま
た
、
部
落
出
身
者
で
あ
る
が
、

ひ
た
む
き
に
隠
し
て
生
き
る
。
娘
の
あ
さ
子
に
も
話

し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
全
国
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

た
米
騒
動
の
あ
お
り
を
安
井
商
店
も
受
け
、
こ
の
騒

動
の
取
り
調
べ
で
、
徳
三
郎
不
在
の
時
に
…
…
。

　
あ
さ
子
「
け
ど
、
う
ち
、
警
察
が
お
父
さ
ん
を
い

じ
め
る
ん
や
な
い
か
煮
て
心
配
な
ん
」

．
誠
太
郎
「
警
察
が
旦
那
を
い
じ
め
る
わ
け
お
ま
へ

ん
や
ろ
」

　
あ
さ
子
「
け
ど
、
今
度
の
こ
と
で
警
察
が
罪
に
落

と
そ
う
と
し
て
い
る
ん
は
、
朝
鮮
人
と
、
う
ち
ら
み

た
い
な
、
エ
ッ
…
…
」

　
誠
太
郎
「
嬢
！
」

　
あ
さ
子
「
う
ち
、
と
う
か
ら
わ
か
っ
て
た
ん
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
自
然
に
父
さ
ん
や
母
さ
ん
の
顔
、
覚
え

る
み
た
い
に
、
う
ち
に
は
、
自
然
に
わ
か
っ
て
た
ん

で
す
」

　
こ
の
と
き
二
人
の
仲
は
い
っ
き
に
近
づ
く
。
米
騒

動
も
ど
う
に
か
収
ま
り
、
誠
太
郎
も
徴
兵
か
ち
帰
り
、

祝
言
を
あ
げ
る
。
同
時
に
い
と
こ
の
七
重
の
祝
言
の

日
取
り
も
翌
年
の
秋
と
決
ま
り
、
小
森
に
も
お
め
で

た
が
続
く
。

　
東
京
か
ら
秀
昭
が
故
郷
の
小
森
に
戻
り
、
多
く
の

仲
間
と
共
同
し
て
、
「
水
平
社
」
創
立
の
運
動
に
立

ち
上
が
る
。

　
一
九
二
二
年
目
大
正
十
一
年
）
二
月
大
阪
の
中
央

公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
融
和
団
体
・
大
日
本
平
等
会

の
「
大
日
本
同
胞
差
別
撤
廃
大
会
」
に
お
い
て
秀
昭

が
突
然
登
壇
し
、
全
国
水
平
社
創
立
大
会
の
参
加
を

呼
び
か
け
る
。

　
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）
三
月
三
日
。
京
都

岡
崎
公
会
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
全
国
水
平
社

創
立
大
会
」
を
足
掛
か
り
と
し
て
、
全
国
に
「
水
平

社
」
創
立
の
運
動
が
た
か
ま
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
あ
と
村
の
小
学
校
で
起
こ
っ
た
差

別
事
件
に
、
孝
二
を
は
じ
め
と
す
る
小
森
の
人
た
ち

が
抗
議
に
行
く
が
、
逆
に
小
森
の
人
た
ち
が
捕
ま
り
、

投
獄
さ
れ
る
。

　
七
重
の
祝
言
の
日
が
近
づ
く
が
、
新
郎
と
な
る
要

太
郎
も
、
投
獄
さ
れ
て
お
り
、
七
重
は
新
郎
不
在
の

結
婚
式
を
決
意
す
る
。

　
七
重
が
孝
二
に
面
会
に
い
く
シ
ー
ン
で
は
、

　
孝
二
「
そ
ん
な
ら
七
重
さ
ん
、
結
婚
式
は
」

　
七
重
「
す
る
。
あ
の
人
な
し
で
も
、
結
婚
す
る
の
、

う
ち
」

　
孝
二
「
え
？
」

　
七
重
「
あ
の
人
は
う
ち
の
旦
那
さ
ん
や
け
ど
、
も

う
ひ
と
り
、
旦
那
さ
ん
い
て
る
も
ん
、
う
ち
」

　
孝
二
「
も
う
ひ
と
り
？
」

　
七
重
「
う
ち
、
水
平
社
宣
言
と
結
婚
す
る
ん
や
も

の
…
…
」

　
そ
し
て
結
婚
式
の
朝
、
豊
か
に
実
っ
た
稲
田
の
一

本
道
を
ぬ
い
を
の
せ
た
源
吉
の
自
転
車
が
ひ
た
走
り

に
走
っ
て
い
く
。

一7一



仏全1992年6月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　墾　　　　　　　　　　　　　撫　　　　　　　　鱒　　　　　擁　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　1誉

　　　　　　　　躯　　　　　　無
・軋

．’覧、’ヤ

　
第
十
八
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会
は
、

来
た
る
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
、
台

湾
（
中
華
民
国
）
高
雄
市
の
郊
外
、
佛
光
山
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
本
会
で
は
、
こ
の
大
会
に
参
加
さ
れ
る

方
の
た
め
に
、
次
の
要
領
で
「
台
湾
五
日
間
の
旅
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
仏
教
徒
で
あ
れ
ば
、
僧
俗
を

問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
方
が
、
こ
の
機
会
に
世
界
各
国
の
仏

教
関
係
者
と
交
流
の
機
会
を
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。

　
期
　
　
日
　
十
月
二
十
七
日
（
火
）
～
十
月
三
十

　
　
　
　
　
　
一
日
（
土
）
　
四
泊
五
日

費
　
　
用

募
集
人
員

締
め
切
り

申
し
込
み

な日
哉

程

　
　
　
　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、

日
本
か
ら
の
正
式
代
表
団
の
一
員
と
し
て
、
本
会
理

事
長
よ
り
委
嘱
状
を
交
付
い
た
し
、
大
会
の
公
式
行

事
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
。

＋
九
万
四
千
円

東
京
　
百
五
十
名
、
大
阪
　
五
十
名

九
月
十
八
日

J
T
B
団
体
旅
行
東
京
中
央
支
店

（
〇
三
1
三
二
五
七
1
八
四
二
一
）

下
記
の
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
会
事
務
総
局

灘轟1欝縢 蒙　　麟 蟻鞭顛 @　　　　　　　　占　　　　　　　唱灘　　　　蚊 臨良〃降・ 襲レ・，

東　　京　　発 ①8：50 Cl　107便 空路、台北へ移動
大　　阪　　発 ②10：20 EG　211便

（予定）

10／27 台　　北　　着 ①10：55

㈹ ②11：55
台　　北　　発 航空機 着後、航空機にて高雄へ移動
高　　雄　　着 専用バス 高雄市内観光の後、佛光山へ

〈佛光山宿坊泊〉

高　　　　雄 終　　日

10／28
鎌灘藪、光翻論’一纏

〈高雄泊〉

高　　　　雄 9：00頃 航空機 高雄から台北へ移動（3～4分割）

10／29
台　　　　北

　～
P2：00頃 専用バス 着後：台北市内観光

㈹ （故宮博物院見学、龍山寺参拝）

〈台北泊〉

台　　　　北 終　　日 1日　自由行動
［OP］オプショナルツアーをお楽しみ下さい

10／30 ①烏来半日観光（6，000円）

㈹ ②石門ダムと小人国観光（9，000円）
③花連・タロコ観光（23，000円）

サヨナラパーティー　　　　　　　〈台北泊〉

台　　北　　発 ①14：30 EG212便 ショッピング後、空港へ

10／31 ②14：30 ClO18便
i予定）

㈹ 大　　阪　　着 ①17：45 着後、流れ解散とします
東　　京　　着 ②18：25
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